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 ＧＰＳナビライナー 
取 扱 説 明 書 

 

製品コード                  K34508 

型               式      EGL3000 
 
 

サポートユニット 
製品コード                  K34507 

型               式      AGS3000 
 

レシーバユニット 
製品コード                  K34502 

型               式      AGP3000 
 

ナビゲーションユニット 
製品コード                  K34503 

型               式      AGN3000 
 
 

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、 

部品供給型式を必ずご連絡下さい。 
 

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。 
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型 式 

コード 
サポートユニット 

ＧＰＳ電動 

シャッタユニット 

ナビゲーション 

ユニット 
備   考 

ＥＧＬ３０００ 

K34508 

ＡＧＳ３０００ 

K34507 

ＡＧＰ３０００ 

K34502 

ＡＧＮ３０００ 

K34503 

ＡＣＢ３０００との併用で 

既存のブロードキャスタを 

ＧＰＳナビキャスターへ 

することができます。 
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ＧＰＳナビライナーについて 
ＧＰＳナビライナーはＧＰＳ位置情報を用いて、最初の走行を記憶し、一定間隔離れたラインへ誘導する

システムです。 

ナビゲータの画面表示に合わせて、走行するには慣れが必要となります。 

本説明書を理解し、十分に動作確認をした上で、作業してください。 

ナビゲータの画面表示のみを見て作業すると、思わぬ事故を起こすことがあります。前方や周囲へ、十分

に注意を払いながら運転してください。 

 

作業出来ない圃場について 

 

 

 

等、ＧＰＳ電波の受信ができないところでは、作業出来ません。 

 

※本システムは、ＧＰＳ（米国の国防総省によって運用される衛星測位システム）およびＭＳＡＳ（運輸 

多目的衛星用衛星航法補強システム）を利用しています。それ故に電波が停止されたり、故意に精度が落と

されることがあります。 

  ※時間経過に伴い、誘導位置がずれることがあります。 

 

使用地域について 
 日本国内で使用してください。 

 

安全上の注意点 
 作業前には、本取扱説明書、トラクタの取扱説明書をよくお読みになり、十分に理解してからご使用ください。 
 本取扱説明書は、大切に保管してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめに 
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トラクタへの装着 
 

                  ････････ ４                   ･･･････ ５ 

                  ････････ ４ 

 

 
 

２ 
 

装置の説明 
 

                  ････････ ７                     ････････ ９ 

 １．ナビゲータ各部の名称 ････････････････ ７   １. ＧＰＳレシーバ各部の名称 ････････････ ９ 

 ２．誘導画面の表示について ･･････････････ ８  ２. ＧＰＳレシーバ受信状態の表示 ････････ 10 

 ３．誘導ランプについて ･･････････････････ ８ 

 ４．誘導音について ･･････････････････････ ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 取 付 方 法 

１ 取 付 位 置 ３ 配 線 方 法 

１ ナ ビ ゲ ー タ ２ Ｇ Ｐ Ｓ レ シ ー バ 
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１ 不  調  処  置  一  覧  表 

１ 作 業 開 始 前 

２ 基 本 作 業 

３ 応 用 機 能  

４ 運 転 時 の 注 意 ･･･････ 20 

１ オート・アジャスト・ 

コントローラ（ＡＣＢ３０００） 
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１ 取付位置 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 取付方法 

 

 ＡＧＰ３０００の組付  
 

①アンテナ 

キャビン上中央部にアンテナベースを取付けてく 

ださい。（両面テープ固定） 

アンテナを取付けてください。（マグネット固定） 

 

 

 

で、きれいに清掃後に取付けてください。 

 

るため、挟まないように注意してください。 

 

がきちんと受信できないことがあります。 

必ずキャビン上に取付けてください。 
  
 

②ＧＰＳレシーバ 

 座席横・後等に設置してください。 

 

 

 運転の邪魔にならない所に取付けてください。 
  
 

１ トラクタへの装着 

  注 意  

  注 意  
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 ＡＧＮ３０００の取付  
 

③ナビゲータ 

サクションマウントベースをダッシュボード上に 

取付けてください。（両面テーブ固定） 

サクションマウントをサクションマウントベース 

に取付けてください。（吸盤固定） 

ナビゲータを設置してください。(はめ込み固定) 

 

 

 

で、きれいに清掃後に取付けてください。 
  
 

 

 

 

３ 配線方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッテリからバッテリコードを外す時や取付ける時、手順が逆になると、工具などの接触により、ショートする 

事があります。 

外す時は○－側から外し、取付ける時は、○＋側から取付けてください。 

3500（電源コード）をバッテリに取付ける時は、ナビゲータとは接続せずにコード；3500単体で行っ 

てください。 

 

バッテリあがりの原因となります。 

 

 

ナビゲータ・ＧＰＳレシーバを取り外して、屋内で保管してください。 

 バッテリあがり、結露の原因となります。 
  
 

 

 

 

  注 意  

  取扱い上の注意  
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 ＡＧＳ３０００の配線  
 
① コード；3500（電源コード）をバッテリターミナルへ取付けてください。（トラクタ運転席に電源がある場

合は、電源コードは不要です。）コード；3500（電源コード）のターミナルは、バッテリターミナルを止めて

 

 

トラクタのバッテリコードのナットを外し、コード；3500（電源コード）のターミナルを取付け、ナットを

締付けてください。 

です。） 
 
② ヘンカンコードの２Ｐコネクタ（Ｔ字）とコード；3500（電源コード）又はトラクタ内の電源に取付けてく

ださい。 
 

ＡＧＰ３０００の配線  
 
① アンテナのコネクタ（ねじ込み式）をＧＰＳレシーバに取付けてください。 
 
② ＧＰＳレシーバの４Ｐコネクタを、ナビゲータの４Ｐコネクタに取り付けてください。 
 

ＡＧＮ３０００の配線 
 
① ナビゲータの４Ｐコネクタをヘンカンコードの４Ｐコネクタに取付けてください。 

 

 

＜本品をＳＴＡＲ製コントロールボックスと同時に使用する場合＞ 

 コントロールボックスの電源は［Ａ］から取ってください。 
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１  ナビゲータ 

 

１．ナビゲータ各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①電源ボタン 

装置の電源の入切に使用します。 
 
②終了ボタン 

作業の終了時に使用します。 
 
③基準点ボタン 

誘導開始時の基準点を記憶します。 
 
④メニューボタン 

各種設定を行います。 

ボタンを押すごとに切替ります。 

 

 

 

 
 

⑤上下ボタン 

④の設定時に使用します。 
 
⑥表示部 

ガイド表示します。 
 
⑦ガイドランプ 

ＬＥＤランプでガイド表示します。 
 
⑧ブザー 

旋回時にビープ音が鳴ります。 

 

 

 

 

 

 

 

ボタン操作の際、サクションマウントの吸盤部に大きな力が加わらないように、ナビゲータの背面部に手を 

添えて操作してください 
  
 

 

 

 

 

 

 

２ 装置の説明 

 

  取扱い上の注意  
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２．誘導画面の表示について 
 
①目標ライン 

誘導する目標ラインです。 
 
②トラクタ位置 

 トラクタ位置（画面中央） 
 
③誘導幅メモリ 

１メモリ＝約１．５ｍ 
 
④走行ライン工程数 

最初の走行ライン（基準線）に対して、１本隣はＬ1、 

２本隣はＬ2・・・。 
 
⑤誘導幅 

右図は設定９００㎝の場合 
 
⑥旋回表示 

旋回時には、自動で画面が切替り、目標ラインへの 

カウントダウン表示になります。 

 １００００㎝以上になると㎝からｍ単位に切り替わり 

ます。 

 

 

３．誘導ランプについて 
 
目標ライン上では中央緑ＬＥＤが点灯します。 

５０㎝ずれると中央赤ＬＥＤが点灯します。 

１００㎝以上ずれ、かつ目標ラインから外れる方向に進むと、 

赤色ＬＥＤ三つが目標ライン方向にスクロール点灯します。 

 

 

 

 

 

 

①目標ライン上 

（±３０cm以内） 

・目標ラインとトラクタは同位置です。 

・緑色ＬＥＤが点灯します。 

 

 

 

 

 

②±５０cm以上 

・赤色ＬＥＤが点灯します 
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③大きくずれて、目標ラインから外れる方向に進行時 

・赤色ＬＥＤ三つが目標ライン方向にスクロール点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※②③の表示において、目標ライン上に経路補正する為には、トラクタのハンドルを右に切ることで、目標ライ

ンに近づきます。 

 

４．誘導音について 
 

 

旋回時に次の目標ラインの設定距離前でブザー音が１回鳴ります。 

 

目標ライン上にくるとブザー音が１回鳴ります。 

 

 

２  ＧＰＳレシーバ 

 

１．ＧＰＳレシーバ各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＧＰＳアンテナ 

ＧＰＳ情報を受信します。 
 
②ＧＰＳレシーバ 

受信したＧＰＳ情報を処理し、コントロールボックス・ナビゲータに伝達します。 
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２．ＧＰＳレシーバ受信状態表示 

 

ＧＰＳレシーバのケーシングの半透明プレート部から内部を目視してください。 

ＧＰＳレシーバ内のランプの点灯で受信状態が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＧＰＳ探索中 

赤ランプ １個 点灯 

 

②ＧＰＳ受信時 

赤ランプ １個 点灯 

橙ランプ ２個 点灯 

 

③ＭＳＡＳ受信時 

赤ランプ １個 点灯 

橙ランプ ２個 点灯 

緑ランプ １個 点灯 

 

 

※バッテリ電源投入からＭＳＡＳ受信までに数分かかります。 

ＭＳＡＳを受信しないと、誘導操作ができません。 

必ずＭＳＡＳ受信を確認の上、作業を開始してください。 

※ＧＰＳ・ＭＳＡＳ受信できないところでは、作業できません。 
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１ 作業開始前 

 

１．ＧＰＳ受信 
 
「電源」ボタンを押して電源を入れてください。 

ＧＰＳの電波の受信状態が良好になるまで①→②→③と変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＧＰＳ探索中 

「ＧＰＳ探索中」と表示されます。 

 

 

 

 

 

②ＧＰＳ受信時 

「ＭＳＡＳ探索中」と表示されます。 

 

 

 

 

 

③ＭＳＡＳ受信時 

「基準線始点設定」画面が表示されます。 

受信時にブザー音が鳴ります。 

 受信状態が良好となり、運転を開始できます。 

 

 

※ＧＰＳレシーバは電源ケーブルと接続された時点でＧＰＳ探索を開始します。 

作業機のマッチング前に配線しておくと、受信待ち時間が短縮されます。 
 
※Ｎは緯度、Ｅは経度、ＧはＧＰＳ衛星の受信数を示します。 

 

 

 

 

３ 作業の仕方 
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２．作業前設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「メニュー」ボタンを押して、各種設定を行ってください。 

ボタンを押すごとに下記のように設定項目が切替ります。 
 
②「上」「下」ボタンで設定・入力してください 

 
 

誘導幅を設定してください。 

設定範囲（３００）㎝～（５０００）㎝ 

１０㎝刻みで設定が可能です。 

 

※出荷状態では、（１０００）㎝ に設定されています。 

 
 

 

旋回時、目標ラインの手前でブザー音が鳴ります。 

設定範囲（１００）㎝～（１０００）㎝ 手前 

１０㎝刻みで設定が可能です。 

 

※出荷状態では、（４００）㎝手前 に設定されています。 

 

 

③再度「メニュー」ボタンを押して、メニューを終了して 

ください。<基準線始点設定>画面に戻ります。 

 

  ※設定値は電源ＯＦＦ後も値を記憶しています。 
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２  基本作業 

 

１．作業開始 
 
散布開始点と旋回開始点から１本の基準線を記憶します。 

基準線から一定間隔離れた目標ラインへトラクタを誘導します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①作業開始 

「基準点」ボタンを押し、作業開始します。 

（基準点を記憶します。） 

 

 

 

 

 

 

②直進時 

 

 

 

 

 

 

 

③旋回開始 

トラクタのハンドルを切ると旋回モードに画面が切替り、 

次のラインへのカウントダウン表示をします。 

（旋回点を記憶します。） 

 

※「基準点」ボタンを押すことで、手動で旋回点を記憶する 

 こともできます。 

 

 

 

 



  

 

14 

④旋回開始ブザー発音 

ブザータイミングは初期設定で合わせることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤直進走行画面 

 

 

 

 

 

 

⑥以下③④⑤の繰り返し 

※①、③で記憶した点からなる基準線から設定幅離れたラインへ 

誘導します。 

 

 

※旋回中に目標ラインを通り越すと、オーバーラン距離が表示 

されます。 

通り過ぎた場合は、停止してください。 

一度バック走行で下がり、前進し目標ラインへ入ってください。 
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２．作業終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①＜終了＞ボタンを押してください。 
 

「終了」ボタンを押すと、<再開時の基準点>画面に切替ります。 

 

 

 ②終了状態を選択してください。 

  「電源」ボタン‥‥作業終了 

  「終了」ボタン‥‥次の圃場に移動する。 

  「 ＋ 」ボタン‥‥同じ基準線でもう一度誘導走行する。（⇒「3-3 応用機能」） 

  「 － 」ボタン‥‥前回より誘導ラインを誘導幅の１／２だけシフトして、もう一度誘導走行する。 

          （⇒「3-3 応用機能」） 

 

 

 

 

い。 

バッテリあがり、結露の原因となります。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取扱い上の注意 
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３  応用機能 

 

１．走行中の設定変更 

   走行中でも誘導幅・旋回開始音の設定変更が可能です。誘導幅を変更すると、前回の走行ラインを基準に 

して次の走行ラインがシフトします。 

 

①走行を停止し、「メニュー」ボタンを押してください。 

  現在の誘導幅が表示されます。 

 

  ※設定変更は直進でも旋回でも可能です。 

 

 

②誘導幅を変更してください。 

「上」「下」ボタンで変更してください。 

変更後、「メニュー」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

③旋回開始音を変更してください。 

「上」「下」ボタンで変更してください。 

  「メニュー」ボタンを押すと、元の画面に戻ります。 

 

 

 

④走行を再開します。 

  現在の走行ラインから変更後の誘導幅になります。 
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２．ブレークリターンシステム 

   直進走行の途中で肥料が無くなった場合、圃場の外で肥料を追加した後、無くなった場所まで戻ることが

出来ます。 

 

①ブレークリターンシステムの起動 

  「基準点」ボタンを押してください。 

  ３つのランプが緑色に点灯します。（散布再開場所を記憶します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②移動 

  散布再開場所から離れると３つのランプが赤色になります。 

  その後、誘導中のラインから旋回して外れても、誘導は次工程ラインに移りません。散布再開ラインとして、

そのまま保持されます。（誘導ライン・ロック状態） 

 

③肥料投入 

  肥料投入場所で、肥料を投入してください。 

 

④散布再開場所への誘導 

・ナビゲータの距離表示に従って、散布再開ラインへ走行してください。 

再開ラインに近づくにつれて、「次のラインまで～ｃｍ」とカウントダウン表示されます。 
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※肥料投入場所が、最初に散布した基準線の反対側にある場合も同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・散布再開ラインを走行し、散布再開場所に向かって走行してください。 

・再開場所の半径３ｍ以内に達すると、ブザーが鳴り誘導が再開されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4-1 肥料投入場所に向かう 

時の注意」を参照してください。 
  
※１本目の基準線を記憶中は、ブレークリターンシステムは使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取扱い上の注意 
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３．同じ基準線でもう一度誘導走行する 

作業後、基準線まで誘導し、もう一度誘導走行することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①作業後、「終了」ボタンを押してください。 

続けて「＋」ボタンを押してください。（同じ基準でを選択します。） 

②枕地を移動してください。 

目標ラインへのカウントダウンを表示します。  

③目標ラインに向かって旋回してください。 

 ブザー音が鳴ります。 

④誘導画面に従って、走行してください。 

 

４．シフトジョブシステム 

前回より誘導ラインを誘導幅の１／２だけシフトしてもう一度誘導走行することが出来ます。 
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①作業後、「終了」ボタンを押してください。 

  続けて「－」ボタンを押してください。（半分シフトを選択します。） 

②枕地を移動してください。 

  目標ラインへのカウントダウンを表示します。 

 ③目標ラインに向かって旋回してください。 

ブザー音が鳴ります。 

④誘導画面に従って、走行してください。 

 

 

４  運転時の注意 

  

１．肥料投入場所に向かう時の注意 

肥料散布作業で使用中に一時圃場の外に出て肥料投入場  

所に向かう時には以下の注意が必要です。 

右の絵の斜線の範囲を基準線方向（例では縦方向）に 

  走行した場合、画面は数値表示⇒直進表示になります。 

この場合、圃場に戻った時には隣のラインに誘導されて 

しまうため、この様な位置で肥料投入する場合は、斜線 

の範囲への進入、脱出を基準線に対して横方向から行う 

  ようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※直進と判定される場合があります。 
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２．旋回時の注意 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※トラクタのハンドルを大きく切ってしまうと、受信機が旋回したと感知し、誤動作を起こす場合があります。 

  枕地に入る場合は、ふくらんで進入しないでください。 

 

 

３．旋回半径が大きい時の注意 

   旋回半径が１０ｍ以上の場合、旋回点がズレて記憶してしまう場合があります。その時は、旋回点で「基

準点」ボタンを押し、手動で記憶させてください。「3-2-1 作業開始」を参照してください。 
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１ オート・アジャスト・コントローラ 

（ＡＣＢ３０００） 

 

１．機能 

   本製品はブロードキャスタ用オート・アジャスト・コントローラ ＡＣＢ３０００と組み合わせることで 

以下の機能を使用できます。 

・自動シャッタ開閉 

・外周散布後、内工程自動均等割り 

 

  ＧＰＳナビライナーのみの機能である「同じ基準でもう一度誘導」、「シフトジョブシステム」は使用するこ 

とが出来ません。 

 

オート・アジャスト・コントローラ 

＋ 

ＧＰＳナビライナー 

ＧＰＳナビライナーのみ 

ＧＰＳ車速連動シャッタ開閉 ○ × 

バック走行時、自動散布停止 ○ × 

外周散布後、内工程自動均等割り ○ × 

自動均等割時、枕地シャットオフ ○ × 

隣接散布 ○ ○ 

走行中の設定変更 ○ ○ 

ブレークリターンシステム ○ ○ 

同じ基準でもう一度誘導 × ○ 

シフトジョブシステム × ○ 

 

 

 

 

「4-1-8 ブレークリターンシステム」を参照してください。 
  
 

２．接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本製品との連動機能搭載機種と使用 

 取扱い上の注意 
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３．コントロールボックス受信状態表示 
 
「電源」ボタンを押して電源を入れてください。 

「速度」ボタンを押して、速度を表示させてください。速度ランプの点灯で受信状態が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＧＰＳ探索中 

速度ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＧＰＳ受信時 

速度ランプが点滅します。 

静止状態で「０．０」が表示されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ＭＳＡＳ受信時 

 ＧＰＳ受信時と同じ表示です。 
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４．作業前設定 

 

 

 

い。登録を行わないと、肥料の散布量が大きく異なることや、シャッタがきちんと開閉しないことがあり 

ます。 
  
 

ＧＰＳ信号がきちんと受信されていることを確認してください。受信状態が悪いと誤動作を起こします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「電源」ボタンを押して、電源を入れてください。 

<基準線始点設定>画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

※<基準線始点設定>画面が表示されない場合は、ＧＰＳ信号が受信されていません。 

不調処置一覧表の「ナビゲータの誘導が始まらない」を参照してください。 
 
②「メニュー」ボタンを押して、各種設定を行ってください。 

ボタンを押すごとに下記のように設定項目が切替ります。 
 
③「上」「下」ボタンで設定・入力してください 

 
 

旋回時、目標ラインの手前でブザー音が鳴ります。 

設定範囲（１００）㎝～（１０００）㎝ 手前 

１０㎝刻みで設定が可能です。 
 

※出荷状態では、（４００）㎝手前 に設定されています。 
 

枕地シャットオフ補正の設定 

枕地散布後、自動均等割り散布時に枕地進入時に自動で 

シャッタを閉じます。 

設定範囲（０．０）ｍ～（１０．０）ｍ 進入時 

０．５ｍ刻みで設定が可能です。 

（シャットオフ機能無効）に設定すると枕地の手前で 

シャッタは閉じません。 

   この設定値が大きいほど、圃場の端寄でシャッタが閉じます。 

※出荷状態では、（３．０）ｍ進入時 に設定されています。 

※この機能は枕地散布後、自動均等割り散布時に有効となります。 

  取扱い上の注意 
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コントロールボックスで散布幅を設定してください。 

設定範囲（３００）㎝～（３０００）㎝ 

１０㎝刻みで設定が可能です。 
 

※コントロールボックス接続時には、表示されません。 

設定はコントロールボックスの散布幅で行ってください。 

 

 

④「終了」ボタンを押して、メニューを終了してください。 

<基準線始点設定>画面に戻ります。 

 

※設定値は電源ＯＦＦ後も値を記憶しています。 

 

 

 

 

 

５．隣接散布 

※散布作業時にナビゲータの操作は必要ありません。 

ＧＰＳ車速信号に連動してシャッタを自動調整するため、トラクタの遅速に関わらず設定した散布量の肥料を

散布できます。作業時における、トラクタ速度は ４～１０㎞／h  です。 

１本目の走行ラインを記憶し、設定幅離れたラインへ誘導します。 

基準線記憶後はバック走行時に自動でシャッタが閉じて散布が停止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①レバースイッチを「開始」側に倒し、走行を開始してください。 

走行を開始しＧＰＳ速度信号を受けると、シャッタが開きます。（基準点を記憶します。） 
 
②枕地で旋回してください。目標ラインへのカウントダウンを表示します。 

（旋回点を記憶し、基準線から設定幅離れたラインへ誘導します。） 
 

枕地で散布を停止する場合は、レバースイッチを「停止」側に倒してください。 

  レバースイッチを「開始」に倒すと、散布を再開します。 
 
③目標ラインに向かって旋回してください。 

  ブザー音が鳴ります。 
 
④誘導画面に従って直進走行してください。 

目標ラインがトラクタ位置から外れている場合は、トラクタのハンドルを目標ライン側に切ると近づきます。 
 
⑤散布作業を終了するときは、レバースイッチを「停止」側に倒してください。 

  ナビゲータの「終了」ボタンを押してください。 

※隣接散布時には、枕地で自動でシャッタは閉じません。 

必ずレバースイッチで開閉操作を行ってください。 

※旋回音の発音タイミングは初期設定で変更できます。操作し易いタイミングに設定してください。 

 

６．外周散布後、内工程自動均等割り 

ＧＰＳ車速信号に連動してシャッタを自動調整するため、トラクタの遅速に関わらず設定した散布量の肥料

を散布できます。 

１本目の走行ラインを記憶し、外周散布後に、内工程を自動均等割し目標ラインへ誘導します。また、内工

程散布時には、外周にさしかかると自動で散布が停止します。 

基準線記憶後はバック走行時に自動でシャッタが閉じて散布が停止します。 
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※ナビゲータの設定で 

 

程で散布間隔は自動的に変わります。 

 

ａ．外周散布時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①レバースイッチを「開始」側に倒し、走行を開始してください。 

走行を開始しＧＰＳ速度信号を受けると、シャッタが開きます。（基準点を記憶します。） 
 
②枕地で旋回してください。目標ラインへのカウントダウンを表示します。 

（旋回点を記憶し、基準線から設定幅離れたラインへの誘導します。） 
 
③ブザー音が発音しますが、直進走行してください。 

 
④オーバーラン距離が表示されますが、直進走行し、枕地で旋回してください。 

 
⑤基準線と平行に誘導表示します。直進走行し、枕地で旋回してください。 
 
※基準線から３００ｍ以内で誘導可能です。３００ｍを越えると誘導できませんので、隣接散布で作業して

ください。 
 
⑥散布開始の基準線の１本隣へのカウントダウンを表示します。 

 
⑦目標ラインに向かって旋回してください。 

ブザー音が鳴ります。 
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ｂ．内工程散布時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧基準線と平行に誘導表示します。 

外周走行することにより、内工程距離を均等割りした直線へ誘導します。 
 
⑨旋回表示されます。 

  ブザー音を目安に次のラインへ旋回してください。 

  自動でシャッタが閉じ、散布停止します。 

 

 

 

 

 

 

⑩基準線と平行に誘導表示します。 

自動でシャッタが開き、散布再開します。 

 

 

 

 

 

 

⑪作業の最終工程ライン「ＬＡＳＴ」と表示されます。 
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⑫散布作業の終了 

自動でシャッタが閉じ、散布停止します。 

ナビゲータの「終了」ボタンを押してください。 

 

ｃ．散布幅自動調整を（無効）にして外周散布をする場合 

  （防除畝など走行経路があらかじめ定まっていて、自由に経路が設定できない場合などで、枕地シャットオフ機

能のみを利用したい時） 

メニュー操作で散布幅自動調整を（無効）にして外周散布をすると、内工程散布時は距離の自動調整はされず

に、コントロールボックスで設定した幅の間隔で経路誘導されます。 

 余り部分が生じる場合 

圃場の幅が設定した散布幅の整数倍になっていないと最後に「余り部分」が生じ、その場所には正しく誘導で

きません。また余り部分の幅によっては 3 辺目の外周ラインを正常に認識できず、作業できないことがありま

す。※1 その場合は、次ぎのどちらかの方法で作業してください。 

 

① ナビゲータの電源をオフにし、散布幅を「余り部分」に応じて再設定し、目視で「余り部分」を走行する。 

② 圃場幅の整数倍となるように、散布幅を調整するか、又は散布幅自動調整を（有効）にして作業する。 

 

 ※1 散布幅が10ｍより大きい設定かつ散布幅の整数倍±5ｍ以外の場所で旋回し外周ラインに入った場合（次項参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「余り部分」が生じない圃場の例          「余り部分」が生じる圃場の例 

※散布幅１０ｍの場合               ※散布幅１０ｍの場合 

 

 

 

ロールボックス・ナビゲータ・ＧＰＳレシーバを取り外して、屋 

内で保管してください。バッテリあがり、結露の原因となります。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取扱い上の注意 
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       3辺目の外周ラインを          3辺目の外周ラインを 

       正常に認識する場合の例         認識できない場合の例 

※散布幅22ｍの場合         ※散布幅22ｍの場合 
 
 

 

 

 

７．外周走行後均等割り可能な圃場形状 

 

圃場条件 

（１）辺①は直線です。 

散布点と旋回開始点から基準線を記憶します。 

（２）辺①と辺②のなす角度は９０°±３０°の範囲（６０°～１２０°）です。 

辺②は直線です。 

（３）辺③は辺①と平行な直線です。辺①から３００ｍ以内。 

（４）辺④は直線又は曲線です。 
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圃場形状例 

１）長方形圃場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）台形圃場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）変形圃場 
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４）三角形圃場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※三角形圃場では、○印部は切り返し作業せずに、通り抜けてください。 

 

５）外周走行後均等割りできない圃場 

次のような圃場では、最初の走行ラインと、対辺が平行でないため外周走行後に均等割りできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対処方法としては、１圃場を２区画に分割することにより散布することができます。 

圃場形状に合わせて、外周均等割り散布、隣接散布を組み合わせて散布してください。 

 

対処例） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外周走行後均等割り散布     隣接散布  
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８．ブレークリターンシステム 

 

 ※ブレークリターンシステムの起動方法は、ＧＰＳナビライナーのみで使用する場合とは異なります。 

 直進走行の途中で肥料が無くなった場合、圃場の外で肥料を追加した後、無くなった場所まで戻ることが出来

ます。 

 

①ブレークリターンシステムの起動 

コントロールボックスのレバースイッチを「停止」側に、２秒以上倒してください。 

シャッタが閉じ、ナビゲータの３つのランプが緑色に点灯します。（散布再開場所を記憶します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②移動 

   散布再開場所から離れると３つのランプが赤色になります。その後、誘導中のラインから旋回して外れて

も、誘導は次工程ラインに移りません。散布再開ラインとして、そのまま保持されます。 

（誘導ライン・ロック状態） 

 

③肥料投入 

肥料投入場所で、肥料を投入してください。 
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④散布再開場所への誘導 

ナビゲータの距離表示に従って、散布再開ラインへ走行してください。 

肥料投入場所が、最初に散布した基準線側にある場合は、「次のラインまで～㎝」とカウントダウン表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥料投入場所が、最初に散布した基準線の反対側にある場合も同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散布再開ラインを走行し、散布再開場所に向かって走行してください。 

散布再開場所の半径３ｍ以内に達すると、ナビゲータのランプが緑色に点灯し、ブザーが鳴り、シャッタ

が自動で開き、散布を再開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※散布再開場所へは、初回走行時と同一方向から向かってください。 
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右図○部で、ブレークリターンシステムを起動した場合は、 

散布再開ラインの下から、入り作業を再開してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散布再開ラインへの上から入って、作業を再開する 

と、ナビゲータが誤動作を起します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ブレークリターンシステムは、ナビゲータがある時に有効となります。 

※外周＆自動均等割散布時には、外周走行中にはブレークリターンシステムは使用できません。 

※ブレークリターンシステム使用時に圃場に戻り散布を再開する方向は、必ず、ブレークリターンシステム使

用前と同じ方向で作業してください。 

反対の方向から作業すると、ナビゲータが誤動作を起します。 

 

 

 

 

オート・アジャスト・コントローラ（ＡＣＢ３０００）のみで作業してください。 

3-4 運転時の注意」を参照してく 

ださい。 

 

水分や薬液等のかからない場所へ設置してください。 
  
 ※１本目の基準線を記憶中はブレークリターンシステムは使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取扱い上の注意 
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１ 不調処置一覧表 

 

症  状 原  因 処  置 

ナビゲータの電源が入ら 

ない 

・電源コードの○＋○－接続違い 

・電源取出部の２Ｐコネクタの接続不良 

・電源コードの断線 

・バッテリ劣化による電圧の低下 

・ナビゲータのハーネスの４Ｐコネクタ 

の接続不良 

・ナビゲータのハーネスの断線 

・ナビゲータの不良 

・「配線方法」に基づき配線 

・「配線方法」に基づき配線 

・補修または部品交換 

・バッテリ電圧（12Ｖ）の確認、充電、交換 

・「配線方法」に基づき配線 

 

・補修または部品交換 

・部品交換 

ナビゲータの誘導が始まら 

ない。 

（<基準線始点設定>画面が

表示しない） 

・ＧＰＳ・ＭＳＡＳの受信状態が悪い 

 

 

 

・ＧＰＳアンテナの断線・破損 

・ＧＰＳレシーバのハーネスの４Ｐコネ 

クタの接続不良 

・ＧＰＳレシーバのハーネスの断線 

・ＧＰＳレシーバの不良 

・「ＧＰＳ受信状態」に基づき、ＧＰＳ・ＭＳ 

ＡＳの受信状態を確認 

ＭＳＡＳ受信できない場所では作業できま 

せん 

・部品交換 

・「配線方法」に基づき配線 

 

・補修または部品交換 

・部品交換 

外周の3辺目が認識されな

い。 

（オーバーラン距離が表示

されたまま、直進表示され

ない） 

・散布幅自動調整（無効）時、設定散布

幅の整数倍で旋回していない。 

・「散布幅自動調整を（無効）にして外周散布

をする場合」に基づき設定を変更する。 

 
原因や処置の仕方がわからない場合は下記の事項とともに購入先にご相談ください。 

１．製 品 名 

  ２．部品供給型式（型式） 

  ３．製造番号 

  ４．故障内容（できるだけ詳しく）
 
この商品は、予告無に仕様の変更をする場合があります。予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 不調処置一覧表 
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６ 配線図 
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調 整  Ｓ－１７０７０７Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆．２９．０７．５Ｓ ○Ｍ 

 

 


